
丁
酉

(

ひ
の

と
と
り)

の
年

に

丙
午

(

ひ
の

え
う
ま)

を
思

う

て

い

ゆ

う

へ

い

ご

校
長

久
保
田
範
夫

本

年

度
の

冬
季

休
業

明

け
集

会(

平
成

二
十

九

年
一

月
六

日)

の

中
で

、
私

は
次

の

よ
う

な
趣

旨
の

話
を

し
た

。
生
徒

諸
君
に

と
っ
て

は
二

度
目
に
な
る

が
、
集
会
で
話
し

た
内
容
に
、
か
な
り
追
加

・
修
正
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
こ
に
掲
載
し

た
い
。

こ

う

し

て

生

徒

諸

君

と

先

生

方

と

共

に

新

し

い

年

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

、

文

字

ど

お

り

「

有

り

難

く

」
、

大

変

嬉

し

く

思

う

。

陰

暦
一

月
の

異
称

で

あ
る

睦
月

の
由

来

に
は

、
稲

の
実

を

初
め

て
水

に
浸

す
月

で

「
実

月(

む

つ
き)

」

が
転
じ

た
と
す

る
説
や

、
安
積

の

校

歌

「

嫩

草

萌

ゆ

る

」
、

つ

ま

り

草

木

が

萌

え

出

る

「

萌

月(

も

ゆ

つ

き)

」

な

ど

諸

説

が

あ

る

が

、

親

族

一

同

が

集

い

宴

を

す

る

「

睦

び

月

(

む
つ
び

つ
き)

」
の
意
で
あ
る
と

す
る
も
の
が
有
力
の
よ
う
で

あ
る
。

平
成
二
十
九(

2
0
1
7
)

年
が
動
き
出
し
た
。

今

年

の

干

支

は

、

番

目

の

丁

酉

(

ひ

の

と

と

り)
、

昨

年

は

、

丙

申

(

ひ

の

え

さ

る)

で

あ

る

。

国

語

の

授

業

で

習

っ

た

は

ず

だ

が

、

て
い

ゆ
う

へ
い

し
ん

34

簡
単
に

お
復
習
い
し
よ
う

。
干
支
は

、
古
代
中

国
の
五
行(
木
・
火
・

土

・
金
・

水

)

を
兄(

え)

・

弟(

と)

に
組
み
合
わ
せ
て
分

け
た

十

干

き

ひ

つ
ち

か

み
ず

じ
っ
か
ん

(

甲

乙
丙

丁

戊
己

庚
辛

壬
癸)

と
、

時
刻

と
方

向

を
生

物
に

配
し

て

示
す

十
二

支(

子

丑
寅

卯
辰

巳
午

未

申
酉
戌

亥)

の
組

み
合
わ

せ
で
あ

る
。

最

初

の

甲

子(

き

の

え

ね)

か

ら

始

ま

り

、

癸

亥

(

み

ず

の

と

い)
迄

の

六

十

通

り

の

組

み

合

わ

せ

に

な

る

。(

因

み

に

、

丁

酉

は

私

自

身

の

か
っ

し

き

が
い

干
支
で
も

あ
る
。
と
言
う
こ

と
は
、
六
十
通
り

の
組
み
合
わ
せ
が
一
巡
り
し

て
元
の
干
支
に
戻
る
「
還
暦

」
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
が
…

）
。

甲

子

は

「

甲

子

園

球

場

」

で

お

馴

染

み

だ

し

、

戊

辰

戦

争(

＊)

や

辛

亥

革

命(

＊)

も

日

本

史

や

世

界

史

の

授

業

で

学

習

済

み

の

は

ず

。

か
っ

し

ぼ

し
ん

し
ん

が
い

こ

れ

以

外
に

も

、
「

正
午

、

午
後

」

な

ど

の
時

刻

や

、

北

東
の

方

角(

丑

寅

)

を

「

鬼

門
」

と

し

て

忌

む
日

本

独

自

の
風

習

や

年

中
行

事

等

、

う

し

と
ら

日

本

の

生

活

に

か

な

り

根

付

い

て

い

る

。

因

み

に

、

ウ

シ

の

よ

う

な

角

を

は

や

し

、

ト

ラ

の

皮

の

褌

を

し

め

た

「

鬼

」

と

い

う

妖

怪

の

イ

お
に
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メ

ー

ジ

は

、

こ

の

「

う

し

と

ら

」

か

ら

来

て

い

る

と

も

言

わ

れ

る

。

年

中

行

事

に

つ

い

て

も

、

二

月

最

初

の

午

の

日

に

稲

荷

神

社

で

祭

礼

う
ま

が

行

わ

れ

る

「

初

午

」
、

五

月

初

め

の

午

(

端

午)

の

日

に

行

わ

れ

る

「

端

午

の

節

句

」
、
「

ウ

」

の

つ

く

食

べ

物

を

食

べ

る

と

よ

い

と

さ

れ

は
つ

う
ま

う
ま

る

「

土

用(

立

秋

前

の

十

八

日

間)

の

丑

の

日

」

な

ど

、

定

着

の

度

合

い

は

様

々

だ

が

、

陰

陽

五

行

説

か

ら

来

る

考

え

方

や

干

支

は

、

日

本

う
し

人
の
生
活
の
中
に
か
な
り
浸

透
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

こ

う

し

た

中

、

生

徒

諸

君

が

今

後

何

ら

か

の

形

で

関

わ

ら

ざ

る

を

得

な

い

問

題

と

し

て

考

え

て

ほ

し

い

の

が

、

番

目

の

干

支

で

あ

る

43

「

丙

午(

ひ
の
え
う
ま)

」
年
生
ま
れ
に
関
わ
る

こ
と
で
あ
る
。

へ

い

ご

丙

午

年
の

生
ま

れ
の

女

性
は

気
性

が
激

し

く
夫

の
命

を
縮

め

る
、

と
い

う
迷

信
が

あ

る
。

こ
れ

は
、

江

戸
初
期

の
「
丙

午
の
年

に
は
火

事

が

多

い

」

と

い

う

迷

信

が

、

八

百

屋

お

七(
*
)

が

丙

午

の

生

ま

れ

だ

と

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

女

性

の

結

婚

に

関

す

る

迷

信

に

変

化

し

て

広

ま

っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る

の
だ
が
、
こ
の
迷
信
は
、

日
本
の
社
会
に
か
な
り
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
採

っ
た
最
近
の

丙

午(

ひ
の

え
う
ま)

年
生
ま
れ
の
人
口
デ
ー

タ
を
見
て
ほ
し
い
。

へ
い

ご

○

乙
巳(

き
の

と
み)

昭
和

(
1
9
6
5
)

年
生
ま
れ

約1
8
2

万

人

40

▲

丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

昭
和

(
1
9
6
6
)

年
生
ま
れ

約1
3
6

万
人(

前
年
比
マ
イ
ナ
ス

％
の

万
人
減)

41

25

46

○

丁

未(

ひ
の
と
ひ
つ
じ)

昭
和

(
1
9
6
7
)

年
生
ま
れ

約1
9
4

万
人(

前
年
比

プ
ラ
ス

％
の

万
人
増)

42

42

58

因

み

に

、

今

年

の

新

成

人

の

人

口

（

平

成

８

年

生

ま

れ

、

平

成

年

１

月

１

日

現

在

歳

の

人

口

）

は1
2
3

万

人

で

、

前

年

と

比

べ

る

と

29

20

２
万

人
増

加
し

て

い
る

が
、

丙
午

生

ま
れ

の
人

口
激

減
世

代

を
は

る
か

に
下

回

り
、

急
激

な
少

子

化
は

深
刻

で
あ

る
。
男

性
は

万
人
、

女

63

性
は

万

人
、
男
性
が
女
性
よ
り
３

万
人
多
く
、
女
性1

0
0

人
に
対
す

る
男
性
の
数(

人
口
性

比)

は1
0
5
.
8

と
な
っ
て
い
る

。

60
生

徒

諸

君

は

、

こ

の

数

字

を

ど

う

見

る

だ

ろ

う

か

。

因

み

に

、

昭

和
(
1
9
6
6
)

年

生

ま

れ

は

、

安

積

の

期

で

言

う

と

期

の

一

部(

昭

和

41

97

年

１

月
１

日
～

４
月

１

日
生

ま
れ)

と

期

の

一
部(

昭

和

年

４
月

２
日

～

月

日

生
ま

れ)

に

該
当
す

る
。(

期
に

は
、
社

会
の
三

41

98

41

12

31

97

瓶
義
元
先
生<

丙
午>

と
体
育
の
有
賀
久

芳
先
生<

乙
巳>

、

期
に
は

、
美
術
の
樫
村
俊
智
先
生<

丙
午>

が
い
る
。)

98

(
*
)

戊

辰

戦

争

（

戊

辰

の

内

乱

）

…

…1
9
6
8

年(

戊

申

の

年)

、

鳥

羽

・

伏

見

の

戦

い

か

ら

翌

年

の

五

稜

郭
の

戦

い

ま

で
の

新

政

府

と

旧
幕

府

ぼ

し
ん

勢

力

間

の

戦

争

。

官

軍

の

東

征

、

江

戸

開

城

、

越

後

の

長

岡

城

の

戦

い

、

奥

羽

列

藩

同

盟

の

中

心

会

津

若

松

城

攻

撃

な

ど

が
あ
り
、1

8
6
9

年
五
稜
郭
の
戦
い
で
旧
幕

府
軍
は
降
伏
。

H27安積野(第132号)



H27安積野(第132号)

(
*
)

辛

亥

革

命

…

…1
9
1
1

年1
0

月1
0

日

に

勃

発

し

た

中

国

の

民

主

主

義

革

命

。

中

国

中

部

の

武

漢

で

中

国

同

盟

会

の

影

響

下

に

あ

る

武

昌

し
ん

が
い

新
軍
が

蜂
起
、
軍
閥
も
離
反
し
清

朝
は
崩
壊
、
翌
年
宣
統
帝
が

退
位
、
中
華
民
国
（
南
京
）

が
成
立
し
た
。

（

以

上

の

二

項

目

は

、
「

改

訂

版

日

本

史
B

用

語

集(

山

川

出

版

社)

」

に

よ

る

）

(
*
)

八
百
屋
お
七
…
…
寛
文
八(

1
6
6
8
)

年?

～
天
和
三(

1
6
8
3
)

年
三
月
二
十
八
日(

四
月
二
十
四
日
等
諸
説
あ
り

）

恋
人
に
会

い
た
い
一
心
で
放
火
未
遂

、
火
刑
に
処
せ
ら
る
。
井
原

西
鶴
「
好
色
五
人
女
」
に
取

上
げ
ら
れ
た
。

昭

和

年

か
ら

遡
る

こ

と

年
前

の
明

治

年(
1
9
0
6
)

年
は

、
前

年

よ
り

出
生

数
が

約

４
％

減
少
し

、
生
ま

れ
た
女

児
の
出

生
届
を

前
後

41

60

39

の
年
に
ず
ら

し
て
届
け
出
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る

。
こ
の
年
小
説

家
坂
口
安
吾
が
生
ま
れ

、
本
名
は
「

丙

午

」
を
意
味
す
る
「

炳

五

」

へ
い

ご

へ
い

ご

と
名

付
け

ら

れ
、

親
類

か
ら

「

お
前

男
に

生
れ

て

よ
か

っ
た

な
、

女
な

ら

悲
し

い
思

い
を

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
」
と

言
わ
れ

た
と
い

う
話

を
文

章
に
し
て
い
る(

「
ヒ
ノ
エ
ウ

マ
の
話
」
初
出
は
「
新
潟
日

報
」
昭
和

(
1
9
5
4
)

年
１
月
３
日)

。

29

そ

し
て

、1
9
0
6

年

生
ま

れ

の
女

性
が

結
婚

適

齢
期

と
な

る
大

正

年(
1
9
2
4
)

年
頃

か
ら

は
迷
信

を
否
定

す
る
談

話
や
、

丙
午
生

ま
れ
を

理

13

由
に

縁
談

が
壊

れ

た
女

性
の

自
殺

の

報
道

な
ど

が
相

次

い
だ

と
い

う
。

あ

の
夏

目
漱

石
も

、
明

治

(
1
9
0
7
)

年
に

発
表
し

た
小
説

『
虞
美

人

40

草
』
の

中
で
、
主
人
公
の
男
を
惑

わ
す
悪
女
、
藤
尾
の
こ
と
を

「
藤
尾
は
丙
午
で
あ
る
」

と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る

。

先
程

、
「
生
徒
諸
君
が
今
後
関

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
問

題
」
と
し
た
の
は
、
次
の

丙
午
が
何
時
な
の
か
を
考

え
れ
ば
わ
か
る
。

次
の

丙
午

は
９

年

後
の2

0
2
6

年
で

あ
る

が

、
そ

の
年

、
現

在

の
三

年
生(

百

三

十
期

生)

は

、
平
成

(
1
9
9
8
)

年
４
月

２
日
か

ら
翌
平

成

10

11

(
1
9
9
9
)

年

４
月

１

日
生

ま
れ

の
学

年

な
の

で
、

歳

の

年
に

当
た

る
。

男

女
の

違
い

も

あ
る

の
で

一
概
に

は
言
え

な
い
が

、
結
婚

、
出
産

等

28

何
ら
か
の
形
で2

0
2
6

年
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。
君
た
ち
は
、
迷

信
と
し
て
一
笑
に
付
す
の

か
否
か
…
…
。

参

考
ま
で
に
、
「

平
成

年
版
少
子
化
社
会
対
策
白

書(

内
閣
府)

」
か
ら

引
用
す
る
。

27

平

均
初

婚
年

齢

は
、

平
成

(
2
0
1
3
)

年

で
、

夫
が3

0
.
9

歳(

対

前
年
比0

.
1

歳
上
昇)

、
妻

が2
9
.
3

歳(

同0
.
1

歳
上

昇)

と
上

昇
傾
向

を
続
け

25

て
お
り
、
結
婚
年
齢

が
高
く
な
る
晩
婚
化
が
進
行

し
て
い
る
。

昭

和

(
1
9
8
0
)

年

に
は

、
夫

が2
7
.
8

歳
、

妻
が2

5
.
2

歳
で

あ

っ
た
の

で
、
ほ

ぼ

年

間
で
、

夫
は3

.
1

歳

、
妻
は4

.
1

歳

、
平
均

初
婚
年

齢

55

30

が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
る

。
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こ
こ

で
、

丙
午

の

迷
信

が
、

丙
午

年

生
ま

れ
の

世
代

に

、
実

際
に

何
ら

か

の
影

響
を

与
え

た
の

か

否
か

、
と

い
う

疑
問
を

持
つ
生

徒
諸
君

も
い
る

だ
ろ
う
。
高
校
生

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
「
受
験

」
は
ど
う

だ
ろ
う
か

。
前
述
し

た
本
校
の
樫
村
教
諭
か
ら

は
「
入
試
は

楽
だ
っ
た
」

と
聞

い

て
い

る
。

高
校

受

験
、

大
学

受
験

が

他
の

年
よ

り
容

易

だ
っ

た
の

か
に

つ
い

て

は
当

時
か

ら
論

じ

ら
れ

て
い
た

よ
う
で

あ
る
が

、
若

干
古
い
論
文
だ
が

、
慶
應
義
塾
大
学
赤
林
英
夫
教

授
の
「
丙
午
世
代
の
そ
の
後
～
統
計

か
ら
分
か
る
こ
と

」(
2
0
0
7

年)

が
参
考
に
な
る

。(

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
す
ぐ
検
索
で
き
る

。
教
授
の
専
攻
分
野
は
、
教

育
経
済
学
、
家
族
の
経
済
学

、
労
働
経
済
学
、
応
用
計

量
経
済
学
。)

赤
林
氏
論
文
か
ら
の

抜
粋
。

～

「
国

公

立
大

学
へ

の
進

学

率
は

、1
9
8
5

年

に
お

い

て
、

い
っ

そ
う

大

き
く

上
昇

し
て

い

る
こ

と

が
わ
か

る
。
国

公
立
大

学
が
平

均
的
に

私

立

大
学

よ
り

も

教
育

の
質

が
高

く
、

社

会
的

威
信

も
高

い

と
す

る
と

、
丙

午

生
ま

れ
は

そ
の

点

で
前

後
の

コ
ー

ホ
ー
ト(

＊)

を
上
回

っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る

。
」(

＊)

コ
ー
ホ
ー
ト
…
…c

o
h
o
r
t

［
統
計
学
］
群

《
同
一
年
齢
層
な
ど
》(

広
辞

苑)

～

「

丙
午

生
ま

れ
の

子
ど

も

が
、

そ
の

前
後

の

年
に

生
ま

れ
た

子

ど
も

と
異

な
る

人

生
を

送
る

理
由

に
は

、

い
く

つ
か
の

可
能
性

が
あ
る
。

当

然
な

が
ら

そ
の

第

一
は

、
こ

の
迷

信

に
よ

っ
て

、
特

に

女
性

が
結

婚
市

場
で

敬

遠
さ

れ
る

こ
と

に

よ
る

影
響

で
あ

る
。
こ

れ
に
よ

り
、
他

の
条

件
が

一
定

で

あ
れ

ば
、

女
性

の

結
婚

確
率

は
低

下

し
、

結
婚

す
る

と

し
て

も
そ

の
条

件(

結

婚
相

手
の

経
済

的
地
位

等)

は
相

対
的
に

悪

い
と
予

想
さ
れ
る
。
結
婚
確
率
の

減
少
は
、
労
働
市
場
へ
の
参

加
を
上
昇
さ
せ
る
効
果
も

生
む
。

第
二

に

、
出

生
率

の
劇

的

な
低

下
に

よ
り

、

こ
の

出
生

コ
ー

ホ

ー
ト

の
サ

イ
ズ

が

そ
の

前
後

に
く

ら
べ

て

小
さ

い
こ
と
で
あ

る
。
こ

れ
は

い
く

つ
か

の
波

及

効
果

を
も

た
ら

す

。
一

つ
は

、
大

学
進

学

率
等

の
向

上
に

よ

り
、

相
対

的
に

高

い
学

歴
を

得
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に

な

る

可
能

性
で

あ

る
。

学
歴

が
高

け

れ
ば

、
労

働
市

場

に
対

す
る

ア
タ

ッ

チ
メ

ン
ト

が
高

く
な

っ

た
り

、
結

婚
相

手
に

対
す
る

理
想
が

高
く
な

っ
た

り

す
る

可
能

性
が

あ

る
。

次
に

、
年

齢
に

よ

っ
て

需
要

の
輪

切

り
が

さ
れ

て
い

る

新
卒

労
働

市
場

に

お
い

て
は
、

サ
イ
ズ

の
小
さ

い
コ

ー

ホ

ー
ト

は
そ

の
前

後

に
比

べ
、

入
職

者

に
と

っ
て

有
利

に

働
く

可
能

性
が

あ
る

。

こ
れ

ら
の

点
に

つ

い
て

は
男

女
に
基

本
的
に

差
は
な

い

が

、
そ

の
影

響

は
、

女
性

に
大

き
く

現

れ
る

可
能

性
が

あ

る
。

最
後

に
、

結

婚
市

場
に

お
い

て

も
、

特
定

の
年

齢
が

結
婚
相

手
と
し

て
好
ん

で
求

め
ら

れ

る
場

合
に

は
、

サ

イ
ズ

の
小

さ
い

コ

ー
ホ

ー
ト

に
と

っ
て

は

、
潜

在
的

結
婚

相

手
が

相
対

的
に

多

い
。
こ

れ
は
、

そ
の
コ

ー
ホ

ー
ト

の
婚
姻
確
率
を
高
め
、
結

婚
後
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
パ
ワ

ー
に
プ
ラ
ス
に
働
く
可
能

性
が
あ
る
。

第

三
は

、
迷

信
が

子

ど
も

の
家

庭
に

与

え
る

間
接

的
な

効

果
で

あ
る

。
丙

午
で

あ

っ
て

も
あ

え
て

子

ど
も

を
欲

し
い
と

思
う
親

は
、
そ

れ
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を
忌

避
す

る
親

に

比
べ

て
、

迷
信

に

と
ら

わ
れ

な
い

、

合
理

的
な

選
択

を

好
ん

で
い

た
可

能
性

が

あ
る

。

こ
れ

は
、
そ

の
よ
う

な
家
庭

環
境

を

通
じ

て

、
子

ど
も

に
特

定

の
影

響
を

与
え

う
る

。

同
時

に
、

偶

然
に

丙

午
に

生
ま

れ
た

女

子
に

対
し

て
は

、
そ

の
出
生

年
が
将

来
に
わ

た

り
人
生
に
不
利
に

働
か
な
い
よ
う
に
、
結
婚

や
キ
ャ
リ
ア
の
追
求
に
必
要

な
教
育
投
資
を
、
格
別
に

行
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

。｣

～
「

丙
午

生
ま

れ

に
第

一
子

比
率

が
高

い

こ
と

は
、

人
口

学

者
の

間
で

よ
く

知

ら
れ

て
い

る(

山
口(

1
9
6
7
)

、
大

谷(
1
9
9
3
)
)

。
こ

こ
で
は

、

『

人
口

動
態

統

計
』

に
基

づ
い

て

そ
れ

を
確

認
す

る

。
～1

9
6
6

年
の

第
一

子

比
率

は5
0
.
9

％

で
、
こ

の
値
は

、
少
子

化
が
進

ん
だ
最

近
で
も

超
え
ら
れ
て
い
な
い

、
歴
史
上
最
高
の
値
で
あ

る
。
こ
の
値
が
、
ど
れ
ほ
ど

異
常
な
数
値
で
あ
る
か
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う

。
」

詳

細
に
つ
い
て
は
論
文
を
参

照
し
て
ほ
し
い
の
だ
が
、
そ

の
論
文
の
最
後
に
赤
林
氏
は

以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

「
丙

午
生
ま

れ
の
家

庭
背
景

、
教
育

水
準
、

結
婚
確

率
等
に

つ
い
て

、
グ
ラ

フ
な
ど

を
用
い

て
視
覚

的
に
確

認
し
た

。
そ
の
結

果
、1

9
6
6

年
コ

ー
ホ

ー

ト
の

学
歴

水
準

が

高
い

こ
と

、
結

婚

確
率

が
男

女
と

も
に

低

い
こ

と
、1

9
0
6

年

コ
ー

ホ
ー

ト
の
女

性
労
働

力
率
が

高
い
こ

と
、

な

ど

を
指

摘
し

た
。(

中

略)

生

年

コ
ー

ホ
ー

ト
の

識
別

が

正
確

に
で

き
る

大

規
模

デ
ー

タ
が

な

け
れ

ば
、

こ
れ
ら

の
政
策

変
更
の

影
響
を

評

価

す
る

こ
と

は
難

し

い
。

社
会

的
に

有

益
な

政
策

評
価

研
究

を

発
展

さ
せ

る
た

め

に
、

適
切

な
デ

ー

タ
の

収
集

と
、
研

究
者
間

で
の
デ

ー
タ

の
い
っ
そ
う
の
公
開
と

共
有
が
求
め
ら
れ
る

。
」

つ

ま
り

、

こ
の

分
野

に
つ

い

て
は

、
ま

だ
ま

だ
研

究

の
余

地
が

あ
り

、

所
謂

「
ビ

ッ
グ

デ

ー
タ(

b
i
g

d
a
t
a
)

」
や
ス

ー
パ
ー

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
用
い
た
分
析

・
研
究
が
今
後
進
ん
で
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

再
度

問
う

。
生

徒

諸
君

は
、

次
の

丙

午2
0
2
6

年

を
ど

う
と

ら

え
る

の
か

。
迷

信

と
し

て
一

笑
に

付
し
て

合
理
的

選
択
を

す
る
の

か
、
そ

れ

と
も
、
…

…
…
。
最
後
に
、

坂
口
安
吾
の
前
掲
書
「
ヒ

ノ
エ
ウ
マ
の
話
」
を
引
用
し

て
こ
の
稿
を
終
え
た
い
。

「
文

化

は
む

し
ろ

迷
信

の

母
胎

で
あ

る
か

も
知

れ

な
い

。
～

む
し

ろ

優
秀

な
ス

ポ
ー

ツ

マ
ン

ほ
ど

迷
信

的

に
な

り
易
い

の
は
、

彼
ら
が

進
歩

に

つ

れ
て

己
れ

の
弱

さ

や
、

拙
さ

を
熟

知

す
る

よ
う

に
な

る

か
ら

だ
。

文
化

全
般

に

於
て

同
じ

こ
と

で

、
文

化
の

進
歩
に

つ
れ
て

各
人
の

迷

信

が
、

な
く

な

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

な

い
。

～
ヒ

ノ
エ

ウ

マ
の

迷
信

が
バ

カ

バ
カ

し
い

こ
と

は

確
か

で
あ

る
が

、
こ

れ
と
て

も
早
晩

の
消
滅

を
期

待
す

る

こ
と

は
不

可
能

だ

。
す

べ
て

迷
信

の

消
滅

は
こ

れ
を

期
待

し

な
い

方
が

よ
い

。

そ
し

て
た

だ
銘

々

の
教
養

や
勇
気

や
楽
天

性
に

よ
っ

て
自
分
が
そ
の
受
難
者
た

る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
心

掛
け
る
の
が
何
よ
り
で
あ

ろ
う
。
」


